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  4一共研一40 判別関数の設定と市場調査・分析の手法研究






  4’共研’42 結晶の対称性の統計的分布と最密充填












  4一共研一45 スピン系の相転移理論
                       東京工業大学理学部小野呈郎
 我々は典型的た多体問題であるスピン系の相転移のコンピュータシミュレーションを行って
いる．今回は正方格子上の6状態一般化クロック模型の相図を求めた．クロック模型の原型は
古典XY模型である．XY模型のスピンは平面上の長さ1のベクトルで，その方向を正α角形
の頂点の指す方向に制限，離散化したのがクロック模型である．最近接スピン間にはスピンの
内積の形の相互作用が働いているが，これを内積形から離れて自由に変化させるのが一般化ク
ロック模型である．この模型はα＝4のとき対称的たAshkin－Te11er模型に一致し，クロック模
型にたい新たた秩序相を表すことが解析的に分かる．α＞4ではKoster1itz－Thou1ess（K－T）
転移も加わった多様た相転移が期待できるが，系のもつ対称性の種類も増すので秩序変数の決
定が困難にたる．群論によると，この模型の対称性は点群によって分類できる．点群は全スピ
ンに対してなされる回転，鏡映の対称操作より定義される群である．相転移には系の対称性の
変化が伴い，秩序相のもつ対称性は点群の定められた部分群に属している．秩序変数は点群の
既約表現の基底で表現されることになる．群論を適用した結果，秩序変数はスカラー型とベク
